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初期の東京市電を支えた旧発電所トリオとは
跡地の探訪記と調査結果をまとめてご紹介！
　　　～明治・大正の都市交通を支えた小発電所～

電力会社の当時の発電所の規模からすると難しかった
せいだ。
　そこで電気鉄道の事業者は自前の発電所を持たない
と開業できなかったのだ。また電気鉄道事業を運営す
る 3 社はまだ走行距離が短かった（東京電車鉄道は品
川～新橋、東京市街鉄道は数寄屋橋～神田橋、東京電
気鉄道は土橋～お茶の水）ため、自前の発電所で発電
した余剰電力を、一般向けにも送電していたらしい。
したがって当時の東京の電気鉄道事業者は、電力会社
としての顔も持っていた。
　そしてこれら 3 社は 1906（明治 39）年に合併して
東京鉄道となる。さらに 1911（明治 44）年には東京
市がこの東京鉄道を買い取り、誕生したのが旧・東京
市電（運営は東京市交通局）だ。
　東京市電になってからは営業キロ数も飛躍的に伸び
ていくが、東京鉄道の経営権を取得した際、東京市は
電車事業とともに 3 つの発電所も継承する。すなわち
電気事業も買い取ったことから、東京市の電気事業の
歴史（東京市電気局）もここに始まった。
　それは第二次大戦末期に東京市電から東京都電へと
衣替えしたあたりで、戦時体制下の国にいったん譲渡
されるが、戦後になって今度は東京都水道局による発
電事業が始まる。その伝統は現在、小河内ダムなどの
水力発電事業に継承されている。
　それはともかくとして－－。以上のような経緯のそ

☆本邦初公開 !? 明治の火力発電所トリオ !!
　本紙ではこれまで、何回かに分け「明治・大正期の旧・
東京市電を支えていた火力発電所トリオ」という括り
の記事を掲載してきた。
　それは 1903（明治 36）年から始まった、東京におけ
る民間電車事業 3 社（東京電車鉄道＝明治 36 年～、東
京市街鉄道＝明治37年～、東京電気鉄道＝明治39年～）
の電力確保のために建設された各鉄道会社所有の「品
川火力発電所」「深川火力発電所」「渋谷火力発電所」
の 3つの火力発電所を指す。
　企業や公共施設、一般家庭、街路灯などに供給する
電力については、東京電燈をはじめとする電力会社が
発電・送電を担っていた。しかし、明治 30 年代に突然
始まった電気鉄道（路面電車）の電力までも賄うのは、

もそもの原点だった「品川火力発電所」「深川火力発
電所」「渋谷火力発電所」は歴史の狭間に埋もれ、あ
まり話題にされなくなっていく。
　辛うじて渋谷区が渋谷火力発電所の跡地を公式サイ
トなどにもちらほら明示しているため、比較的知られ
ている。だが品川発電所のあった品川区（現在、同名
の火力発電所があるが、まったくの別物）も、深川発
電所のあった江東区も、そうした発電所が過去にあっ
たことすらきちんと広報していないのが現状だ。
　そこでこれまで何度かこのテーマを取り上げてきた
本紙としては、品川区と江東区の文化財課のご協力の
もとに、今年 5 月・6 月に旧品川火力発電所と旧深川
発電所の跡地を特定。その都度、ご紹介してきた。
　今月の「まんすりーリポート」はその「総まとめ編」
として、現地写真を中心に改めてご紹介したい。
　まず写真 1 は、最初に品川～新橋間を走行した東京
電車鉄道の路線をさらに拡大した都電・銀座線時代に
使用されていた車両。都電・銀座線の最古の車両とし
てマニアに人気のある形式（5501 形）だ。
　写真 2～ 3 は渋谷火力発電所の跡。現在は都バスの
営業所になっている。都電の路線はほぼ都バスが継承
しているため、跡地の使われ方としても納得だ。ちな

みに写真 4 は都バス営業所横にある渋谷清掃工場。ご
み処理で生じる発電エネルギーで近隣の熱帯植物園そ
の他の熱エネルギーも賄っている。
　写真 5 は深川火力発電所跡地で、現在はマンション
や公共施設が建っている。写真 6 は深川のタワマン群
の遠望風景だが、周知のように深川は今、こうした超
高層ビルを中心にスマート事業の宝庫でもある。
　また写真 7～ 8 は品川火力発電所の跡地。民間企業
の敷地になっており、新たなビル建設が始まろうとし
ている。
　ご覧のように 3 つの火力発電所の跡地周辺は今、完
全に市街地だ。往時茫々とはまさにこのことだろう。

写真2／渋谷火力発電所跡地は市電や都電の後継者・都バスの車両基地

写真1／こんな都電がかつては東京中を走っていた
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